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こ
の
賞
は
、

「
我
が
国
の
科

学
技
術
の
発
展

等
に
寄
与
す
る

可
能
性
の
高
い
独

創
的
な
研
究
又

は
開
発
を
行
な
っ

た
も
の
」を
対
象

と
し
て
い
る
も
の

で
、4
月
13
日
に

表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

最
近 

の

千
葉
大
学

千
葉
大
学
の

最
近
の
動
き
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

斎藤和季教授、羽石秀昭教授が、
平成22年度科学技術分野の
文部科学大臣表彰において
科学技術賞（研究部門）を受賞しました。

斎藤和季教授(大学院薬学研究院)

　 メタボロミクスを基盤とした
　 植物ゲノム機能科学の研究

羽石秀昭教授（フロンティアメディカル工学研究開発センター）

 ナチュラルビジョンの研究

　

薬
学
部
は
明
治
23

年
7
月
に
第
一
高
等

中
学
校
医
学
部
薬
学

科
と
し
て
生
ま
れ
、千

葉
医
科
大
学
附
属
薬

学
専
門
部
を
経
て
現

在
に
至
り
、平
成
22

年
度
に
創
立
1
2
0

周
年（
大
還
暦
）を
迎

え
ま
し
た
。

　

薬
学
部
は
昭
和
41

年
7
月
に
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
西

千
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
し
ま
し
た
が
、

平
成
15
年
度
に
再
び
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス

へ
一
部
が
移
転
し
、平
成
23
年
8
月

末
に
完
全
移
転
と
な
り
ま
す
。

　

園
芸
学

部
は
明
治

42
年
に
千

葉
県
立
園

芸
専
門
学

校
と
し
て

創
立
さ
れ
、

そ
の
後
、大

正
3
年
千
葉
県
立
高
等
園

芸
学
校
、昭
和
4
年
官
立
千

葉
高
等
園
芸
学
校
、昭
和
19

年
千
葉
農
業
専
門
学
校
を
経
て
現
在
に
至

り
、平
成
21
年
に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

　

同
年
10
月
に
は
記
念
式
典
・
祝
賀
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

薬学部が
創立120周年を迎えました。

園芸学部創立100周年記念式典・
祝賀会が開催されました。

the events of recent times

業績名

業績名

▲医薬系総合研究棟（Ⅱ期）完成予想概観図 ▲旧校舎の屋根飾り

園芸学部創立100周年記念式典▶
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千葉大学校友会シンボルマーク

校友会では、各学部同窓会および会員相互の情報交換

の機会を提供しています。

同窓会会員へのお知らせ等ホームページで情報提供を

希望する場合は、下記校友会事務局へお申し込みくだ

さい。なお、情報内容により掲載できない場合もあり

ますことをご了承下さい。

　平成22年10月16日に行われた第87
回東京箱根間往復大学駅伝競走予選会
に、千葉大学陸上競技部が５年連続で出
場しました。
　今年は36校がエントリーをし、33位
の成績でした。本選出場に向け、これから
の活躍に期待します。ご苦労様でした。

陸上競技部長距離ブロック長からのコメント
「OB・OGの皆様の温かい応援ありがと
うございました。皆様からの応援を糧に
最後まであきらめず走りきることができ
ました。部員一同感謝しています。これか
らも応援の方よろしくお願いします」

千葉大学陸上競技部

千葉大学校友会とは

千葉大学校友会は、元学長磯野可一氏の発案で平成

14年に発足いたしました。今まであまり交流のなかっ

た学部同窓会を横にまとめ、大学内外で団結し、千葉

大学と同窓生との情報交換や連携協力を緊密にするこ

とにより、同窓会、ひいては大学の発展貢献すること

を目的として設立されました。

表 紙 写 真
モ デ ル



　

産
業
経
済
界
並
び

に
そ
の
関
連
分
野
に

お
い
て
活
躍
さ
れ
る

千
葉
大
学
卒
業
生

が
、相
互
の
親
睦
を

図
り
、母
校
及
び
産

業
界
の
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
昨
年
度
設
立
さ

れ
た
、千
葉
大
学
経

済
人
倶
楽
部「
絆
」第

2
回
総
会
が
、5
月
24
日
、け
や
き
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
会
員
数
は
１
４
１
名
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

工
学
研
究
科

デ
ザ
イ
ン
科
学

専
攻
博
士
前
期

課
程
１
年
生
の

岩
原
一
平
さ
ん
、

吉
武
美
生
さ
ん

の
提
案
が
、第
26

回
読
売
広
告
大

賞「
読
者
が
創
る

広
告
の
部
」で
見

事
大
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

同
賞
は
、協
賛
社
の
テ
ー
マ
を
も
と

に
し
て
、プ
ロ
・
ア
マ
を
問
わ
ず
新
聞

広
告
作
品
を
募
集
し
、顕
彰
す
る
コ

ン
テ
ス
ト
で
、毎
年
1
，5
0
0
点
を

超
え
る
作
品
が
集
ま
る
大
き
な
広
告

賞
で
す
。

　

受
賞
し
た
の
は
、協
賛
社
の
シ
ャ
チ

ハ
タ
の
油
性
マ
ー
カ
ー「A

rtline

乾
き

ま
ペ
ン
」を
テ
ー
マ
に
、ふ
た
を
開
け
た

ま
ま
で
も
最
大
で
2
週
間
乾
か
な
い

ペ
ン
先
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
表
現
し
た
作

品
で
す
。

千葉大学経済人倶楽部「絆」
第2回総会が開催されました。

工学研究科デザイン科学専攻の学生が、
第26回読売広告大賞「読者が創る広告の
部」で大賞を受賞しました。 　

6
月
19
日
・
20
日
の

二
日
間
で
、「
第
46
回

こ
ど
も
ま
つ
り
」（
教

育
学
部
）が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
ど
も
ま
つ
り
の

目
的
は
、普
段
こ
ど
も

が
遊
ば
な
い
遊
び
を

提
供
し
、か
つ
地
域
の

交
流
、こ
ど
も
と
大
人

の
交
流
を
図
る
こ
と

で
、今
年
は
約
1
，0
0
0
人
の
こ
ど

も
、保
護
者
が
教
育
学
部
棟
に
お
と

ず
れ
ま
し
た
。

　

ぎ
じ
ゅ
つ

カ
ー
や
ス
ト

ロ
ー
ロ
ケ
ッ
ト

な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
遊
び
を

千
葉
大
学
が

企
画
を
し
て
、

こ
ど
も
た
ち
と

大
学
生
や
保

護
者
が
一
日

中
遊
び
、楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

本
学
と
千
葉
市
は
、

こ
の
た
び
、恒
常
的
な

枠
組
み
を
作
り
、連
携

窓
口
を
設
け
ま
し
た
。

　

情
報
の
共
有
促
進

や
意
思
決
定
の
迅
速

化
を
図
り
、よ
り
密
接

な
連
携
の
継
続
発
展

を
願
っ
て
、2
月
4
日

に
包
括
的
な
連
携
協

力
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

昭
和
41
年
教
育

学
部
卒
業
生
が
、卒

業
生
室
を
お
と
ず
れ
、

大
学
の
現
状
等
の
説

明
の
あ
と
、地
雷
探

知
・
撤
去
ロ
ボ
ッ
ト
や
、

理
学
部
サ
イ
エ
ン
ス
プ

ロ
ム
ナ
ー
ド
、教
育
学

部
の
教
室
等
を
ご
案

内
い
た
し
ま
し
た
。

　

45
年
ぶ
り
に
見
た

大
学
の
変
貌
ぶ
り
に
皆
様
感
激
さ
れ

た
と
共
に
心
か
ら
感
謝
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。

　

岩
間
厚
志
教

授
（
大
学
院
医

学
研
究
院
）ら
は
、

J
S
T
目
的
基

礎
研
究
事
業
の

一
環
と
し
て
、造

血
管
細
胞
が
全

て
の
血
液
細
胞

を
生
み
出
す
能

力
を
維
持
す
る

の
に
、
E
S
細

胞
／
i
P
S
細
胞
と
同
様
に
、ポ
リ

コ
ー
ム
複
合
体
と
い
う
酵
素
が
重
要

な
働
き
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
発

見
し
、本
研
究
成
果
は
米
国
科
学
雑

誌「C
ell S

tem
 C
ell

」（
米
国
東
部

時
間
2
0
1
0
年
3
月
5
日
）に
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。

「第46回こどもまつり（教育学部）」
が開催されました。

千葉市と包括連携協定を
締結しました。

卒業生が卒業生室をおとずれ、
学内を見学してまいりました。

岩間厚志教授らが造血管細胞の
多機能性を維持する
仕組みを発見しました。

遊びの様子 遊びの様子

▲協定書を取り交わす熊谷千葉市長（左）と齋藤学長（右）

▲Bmi1欠損マウス骨髄における造血

▲挨拶する千葉大学経済人倶楽部「絆」犬養会長
▶

サイエンスプロムナードを
　見学する卒業生

地雷探知・撤去ロボットの
前で記念撮影する卒業生▶

大
賞
受
賞
作
品

「読者が創る
 広告の部」

第26回
読売広告大賞

the events of recent times
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き
ら
星
の
ご
と
き
先
輩
後
輩
達

に
続
い
て
、
あ
ま
り
変
哲
も
な

い
私
に
お
は
ち
が
回
っ
て
き
て
、
い
さ

さ
か
の
戸
惑
い
を
禁
じ
得
な
い
。
卒

業
が
昭
和
36
年
、
１
９
６
１
年
だ
か

ら
い
わ
ゆ
る
「
三
丁
目
の
夕
日
」
世

代
で
あ
り
安
保
闘
争
世
代
で
あ
る
。

ご
存
じ
の
方
も
多
い
が
、
当
時
の
教

養
課
程
は
稲
毛
の
旧
校
舎
、
元
は
戦

時
中
の
兵
舎
と
い
う
木
造
校
舎
群
、

工
学
部
は
松
戸
の
丘
の
上
の
こ
れ
も

旧
軍
隊
施
設
と
言
う
こ
と
で
、
至
る

所
に
そ
の
面
影
を
残
し
て
い
た
。
現

在
で
は
信
じ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
が
、

冷
暖
房
は
お
ろ
か
、
電
灯
の
無
い
教

室
も
あ
っ
た
。

　

高
校
時
代
か
ら
英
語
部
（
Ｅ
Ｓ
Ｓ
）

と
い
う
軟
弱
？
な
ク
ラ
ブ
活
動
を
や
っ

て
い
た
延
長
で
、
入
学
と
同
時
に
何

の
た
め
ら
い
も
な
く
、
当
時
は
Ｓ
Ｅ

Ｓ
（S

poken E
nglish S

ociety

）

と
言
っ
て
い
た
英
語
会
話
部
に
入
っ

た
。
部
室
は
キ
ャ
ン
パ
ス
の
片
隅
の

木
造
の
小
さ
な
独
立
家
屋
で
（
英
語

弁
論
大
会
で
上
位
の
常
連
と
し
て
強

豪
校
の
一
角
を
占
め
て
い
た
先
輩
達
が

「
先
生
と
一
緒
に
手
品
を
使
っ
て
建

て
た
」
と
言
わ
れ
て
い
た
）
幾
つ
か
の

個
室
を
も
っ
た
立
派
な
も
の
だ
っ
た
。

稲
毛
の
２
年
間
は
大
学
に
行
く
と
居

心
地
の
い
い
部
室
に
直
行
し
て
、
時
々

授
業
に
行
く
と
言
っ
た
感
じ
だ
っ
た
。

と
言
っ
て
も
、
英
語
を
や
っ
て
い
た
と

い
う
よ
り
は
、
ひ
た
す
ら
入
り
浸
っ
て

い
た
と
言
う
だ
け
の
こ
と
で
は
あ
っ
た

が
。
今
と
は
比
べ
る
べ
く
も
な
い
学

習
環
境
だ
っ
た
が
、
多
様
な
個
性
を

持
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
学
部
の
先
輩
後

輩
と
の
ふ
れ
合
い
は
実
に
豊
か
な
青

卒
業
生
便
り高

井 

英
造

入学当時のＳＥＳ部室

“International Vehicle of Thoughts”

春
だ
っ
た
と
思
う
。

トピックス

T
O
P
IC
S

卒業生サロンのご案内
これまでも、これからも、
チバダイガクがそばにいる

卒業生サロンの様子

校友会総会のご案内

毎年、大学祭開催期間の土・日曜日に「卒業生サロ

ン」を開催しています。卒業生サロンでは、在校生

が千葉大コンシェルジュとして卒業生の皆様をお

迎えいたします。

是非、ご家族・お友達お誘いあわせのうえ、母校に

足を運んでみられませんか！

卒業生室では、同期会・サークル等でお集まりの際に、

学内をご案内させていただきます。事前の連絡をお待ちしています。

－千葉大学ＳＥＥＤＳ基金は、チャレンジを支え人を育てる基金です－

寄附のお申し込みは、下記ホームページをご覧ください。

http://kikin-chiba-u.jp
お問い合わせ先
千葉大学　基金室　〒263-8522　千葉市稲毛区弥生町 1-33
TEL：043-290-2109　FAX：043-284-2550
E-mail：kikin＠office.chiba-u.jp　URL:http://www.chiba-u.ac.jp/

千葉大学ＳＥＥＤＳ基金のご支援、ご協力のお願い
挑戦を怖れない人材を世へ。千葉大学は動き始めます。

校友会総会のご案内

卒業生サロンの様子卒業生サロンの様子卒業生サロンの様子

問い合わせ先　千葉大学卒業生室

TEL 　 ： 0120-787-4129（フリーダイヤル）
E-mail ： chiba-sotsushitsu@office.chiba-u.jp

“International Vehicle of Thoughts”
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そ
の
部
室
の
入
り
口
に
掲
げ
て

あ
っ
た
の
が
、
当
時
顧
問
で
あ
っ
た

教
育
学
部
の
天
野
先
生
の
書
か
れ
た

"E
nglish is an International 

V
ehicle of Thoughts"

と
い
う

言
葉
だ
っ
た
。
そ
の
時
は
思
い
つ
か
な

か
っ
た
が
、
こ
の
言
葉
の
意
味
を
そ

の
後
何
度
と
な
く
世
界
の
あ
ち
こ
ち

で
思
い
出
す
こ
と
に
な
る
。　

　

１
９
６
３
年
、
工
学
部
工
業
化
学

科
を
卒
業
し
て
２
年
間
働
い
た
石
油

会
社
の
研
究
所
を
休
職
し
て
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
工
学
部
の

い
バ
ラ
エ
テ
ィ
の
あ
る
言
葉
と
付
き

合
っ
て
、
つ
く
づ
くInternational 

V
ehicle of Thoughts

だ
と
実
感

し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

ノ
ー
ル
ウ
エ
ー
最
北
端
、
北
極
海

に
望
む
ナ
ル
ビ
ッ
ク
工
科
大
学
で
招

待
講
義
を
し
た
の
は
、
国
際
大
会
で

の
研
究
発
表
と
そ
の
後
の
偶
然
の
再

会
か
ら
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
の
女
性

研
究
者
に
誘
わ
れ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

コ
ロ
ラ
ド
大
学
で
の
石
油
賢
人
会
議

の
常
連
メ
ン
バ
ー
と
し
て
モ
デ
レ
ー

大
学
院
に
留
学
し
た
。
ど
う
せ
な
ら
、

日
本
で
勉
強
出
来
な
い
こ
と
を
、
と

い
う
会
社
の
先
輩
の
後
押
し
も
あ
っ

て
、
入
社
後
に
興
味
を
持
っ
た
経
営

科
学
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ･

リ
サ
ー

チ
（O

perations R
esearch

：

Ｏ
Ｒ
）
を
専
攻
し
た
が
、
こ
こ
で
Ｏ

Ｒ
に
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
と
、
教

務
助
手
（Teaching A

ssistant

）

と
し
て
の
経
験
が
そ
の
後
の
「
幾
つ

も
の
二
足
わ
ら
じ
」
の
始
ま
り
だ
っ

た
と
い
え
る
。

　

当
時
の
日
本
か
ら
降
り
立
っ
た
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
、
映
画
の
中
で
夢
見
た
街

は
、
大
股
で
闊
歩
す
る
女
性
も
含
め

て
、
ひ
た
す
ら
ま
ぶ
し
い
、
自
信
に

満
ち
た
ケ
ネ
デ
ィ
ー
時
代
の
ア
メ
リ

カ
だ
っ
た
。
大
好
き
な
コ
ン
サ
ー
ト
や

ジ
ャ
ズ
、
多
く
の
美
術
館
な
ど
夢
の

よ
う
な
環
境
で
あ
っ
た
が
、
何
よ
り

も
、
こ
の
時
期
に
出
会
っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
人
た
ち
の
自
由
闊
達
な
生
き
方

が
、
人
生
は
自
分
が
い
い
と
思
う
生

き
方
を
し
て
い
い
の
だ
と
い
う
目
か
ら

ウ
ロ
コ
の
哲
学
を
教
え
て
く
れ
た
。

タ
ー
を
や
り
、
そ
の
話
が
気
に
入
ら

れ
て
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
な
ど
の
講
座
に
呼
ば

れ
て
飛
び
入
り
の
授
業
を
や
っ
た
り

し
た
。

　

初
め
て
教
壇
に
立
っ
た
と
き
、
黒

板
に
向
か
っ
て
板
書
を
は
じ
め
た
途

端
、
背
後
で
一
斉
に
ノ
ー
ト
を
開
い

て
書
き
始
め
る
音
が
し
た
。
こ
の
と

き
自
分
の
背
中
を
走
っ
た
異
様
な
感

覚
と
感
動
が
そ
の
後
、
企
業
人
で

あ
り
な
が
ら
常
に
教
師
生
活
を
続
け

る
原
動
力
と
な
っ
た
の
だ
と
今
で
も

思
う
。

　

静
岡
大
学
か
ら
誘
わ
れ
て
、
ま
だ

例
の
少
な
か
っ
た
企
業
か
ら
大
学
へ
の

転
進
を
た
め
ら
わ
ず
に
選
択
し
た
の

は
、
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
家
人
の

お
か
げ
も
あ
る
が
、
と
に
か
く
、
い
い

と
思
う
こ
と
を
や
れ
る
機
会
は
逃
す

な
と
い
う
、
ア
メ
リ
カ
で
の
経
験
の
お

か
げ
も
あ
っ
た
と
思
う
。

　

静
岡
大
学
を
定
年
退
官
後
に
は

元
気
な
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
誘
わ
れ
、

傍
ら
和
光
大
学
の
教
壇
に
立
っ
た
。

そ
こ
が
終
わ
る
と
、
多
摩
大
学
な
ど

　

週
末
に
な
る
と
メ
イ
ン
州
の
道
ば

た
の
小
屋
で
自
分
の
作
っ
た
木
の
玩

具
を
売
っ
て
い
る
高
名
な
建
築
家
の

教
授
、
レ
ー
ダ
ー
に
関
す
る
幾
つ
も

の
特
許
で
貢
献
し
た
大
企
業
を
や
め

て
、
小
さ
な
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
で

子
ど
も
達
に
人
形
劇
を
見
せ
な
が
ら

ア
メ
リ
カ
中
を
回
っ
て
い
る
若
い
夫
婦

な
ど
、
可
能
性
を
信
じ
る
ア
メ
リ
カ

の
良
さ
と
、
人
生
の
価
値
観
を
し
っ

か
り
持
つ
こ
と
の
大
事
さ
を
教
わ
っ

た
と
言
っ
て
い
い
。

　

石
油
会
社
時
代
は
「
24
時
間
働

け
ま
す
か
」
か
ら
バ
ブ
ル
の
時
代
で
、

働
き
す
ぎ
の
嫌
い
も
あ
っ
た
が
、
ず

い
ぶ
ん
面
白
い
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
代
表
的
財
閥
企
業
だ
っ
た
が

大
変
に
リ
ベ
ラ
ル
な
雰
囲
気
を
持
っ

た
会
社
で
、
学
会
活
動
、
海
外
で

の
研
究
発
表
、
放
送
大
学
を
始
め

い
ろ
い
ろ
な
大
学
で
の
非
常
勤
講
師

な
ど
、
企
業
と
学
界
に
ま
た
が
る
活

動
を
ど
ん
ど
ん
や
ら
せ
て
も
ら
っ
た
。

当
時
と
し
て
は
数
理
モ
デ
ル
の
応
用

面
で
先
端
を
走
っ
て
い
た
経
歴
か
ら
、

で
社
会
人
向
け
の
大
学
院
で
も
教
え

た
。
現
在
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
顧
問

を
し
な
が
ら
、
新
し
く
東
京
工
業
大

学
の
田
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
つ
く
っ
た
社

会
人
向
け
の
夜
間
講
座
「
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
戦
略
ス
ク
ー
ル
」
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
と
し
て
教
壇
に
も
立
っ
て
い

る
。
こ
の
３
月
に
はY

ale

大
学
の

教
授
を
し
て
い
る
留
学
時
代
か
ら
の

友
人
が
連
れ
て
き
た
25
名
の
Ｍ
Ｂ
Ａ

学
生
に
日
本
の
製
造
業
の
特
色
を
講

義
し
、
ト
ヨ
タ
や
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
な
ど

環
境
問
題
や
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
時
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
給
対
策
に
つ
い
て
、
政

府
官
庁
の
政
策
決
定
の
お
手
伝
い
を

ず
い
ぶ
ん
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

こ
の
時
代
、
調
査
や
国
際
会
議
、

自
社
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
で
欧
米

だ
け
で
な
く
、
ア
ジ
ア
か
ら
ア
ラ
ブ
、

中
南
米
ま
で
世
界
中
を
回
っ
た
。
数

え
る
と
、
30
数
カ
国
に
な
る
。「
英

語
」
と
い
う
よ
り
は
、
英
語
を
ベ
ー

ス
に
し
た
「
国
際
語
」
と
言
っ
て
よ

案
内
し
て
回
っ
た
。

　

西
千
葉
に
キ
ャ
ン
パ
ス
が
移
り
、
英

語
部
は
Ｓ
Ｅ
Ｓ
は
Ｅ
Ｓ
Ｓ
と
名
前
が

変
わ
っ
た
が
、
現
役
と
卒
業
生
を
含

め
た
繋
が
り
は
強
い
。
仲
間
に
支
え

ら
れ
て
、昨
年
か
ら
そ
の
「
英
友
会
」

会
長
を
し
て
い
る
。

　

今
ま
で
の
私
の
「
二
足
わ
ら
じ
」

の
集
大
成
と
も
い
え
る
働
き
場
所
を

得
て
、International V

ehicle of 

Thoughts

も
生
か
し
つ
つ
、
ま
だ
当

分
は
休
め
そ
う
も
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

ＳＥＳ部室で

1979年中国大慶製油所にて（最初のエネルギー技術訪中団）

1992年コロラド石油賢人会議のひととき
（一番右筆者、隣は元イラクOPEC代表チャビラ氏）

卒業生の便り　“International Vehicle of Thoughts” 卒業生の便り　“International Vehicle of Thoughts”

高井英造プロフィール

・株式会社フレームワークス特別技術　
顧問
東京工業大学キャリアアップMOTサプラ
イチェーン戦略スクール・コースコーディ
ネータ
千葉大学英友会会長
■経歴
・1937年生まれ
・1961年工学部工業化学科卒業。三菱石
油に就職後コロンビア大学工学部大学
院に留学。エネルギー調査部長などを歴
任後、静岡大学人文学部教授に転職。退
官後現在の企業に移り、和光大学経済経
営学部教授、多摩大学大学院客員教授、
文部科学省科学技術政策研究所客員研
究官などを歴任。OR、経営工学関係の学
会や団体などで活動を続けている。著書
「意思決定のためのオペレーションズ･
リサーチ入門」（日本評論社）他
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提
供
だ
け
が
「
就
職
活
動
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」
の
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
在

校
生
の
皆
さ
ん
が
書
き
込
ん
だ
就
活

に
関
す
る
質
問
に
卒
業
生
の
皆
さ
ん

が
回
答
す
る
と
い
う
意
見
交
換
を
積

み
上
げ
る
こ
と
で
、
在
校
生
の
皆
さ

ん
の
就
活
を
実
り
多
い
も
の
と
し
、

在
校
生
の
皆
さ
ん
と
卒
業
生
の
皆
さ

ん
と
の
交
流
を
拡
大
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

  

つ
い
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
活
動
の

  

２
０
０
７
年
秋
に
開
設
さ
れ
た

千
葉
大
学
校
友
会
独
自
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

「C
urio

」
も
、
今
年
秋
の
時
点
で
会

員
数
が
２
４
０
０
名
程
に
な
り
ま
し

た
。
千
葉
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
か

ら
み
れ
ば
ま
だ
ま
だ
小
さ
な
存
在
で

す
が
、
少
し
ず
つ
千
葉
大
学
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
お
け
る
連
結
環
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

  

こ
の
１
年
間
も
、
会
員
の
拡
大
に

向
け
て
、C

urio

事
務
局
で
は
い
ろ

い
ろ
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
会
員
の
皆
さ
ん
に
月
ご
と
の
共

通
テ
ー
マ
で
日
記
（
思
い
出
話
や
近
況

報
告
）
を
書
き
寄
せ
て
い
た
だ
く
「
四

方
山
話
」
や
、
現
在
や
過
去
の
千
葉

大
学
の
写
真
を
持
ち
寄
る
「
千
葉
大

写
真
館
」
等
が
現
在
も
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
秋
か
ら
は
、

「C
urio

」
を
通
じ
た
就
活
（
就
職

活
動
）
の
支
援
に
力
を
入
れ
る
こ
と

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

  

「C
urio

」
の
大
き
な
目
的
は
、
卒

業
生
間
や
、
在
校
生
と
卒
業
生
と
の

間
の
交
流
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
の
き
っ
か
け
と
し
て
、

趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
ま
す
と
と

も
に
、
す
で
に
「C

urio

」
の
会
員

で
あ
る
卒
業
生
の
皆
様
に
は
「
就
職

活
動
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
メ
ン
バ
ー
と

な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
、
そ
し
て
ま

だ
会
員
で
は
な
い
卒
業
生
の
皆
様
に
は

「C
urio

」
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
在

校
生
の
皆
さ
ん
に
対
す
る
助
言
者
と

な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

就
活
の
支
援
を
行
う
こ
と
の
意
義
は

大
き
い
で
し
ょ
う
。

  

昨
今
の
「
就
職
氷
河
期
」
と
も
呼

ば
れ
る
状
況
下
で
、
就
活
に
対
す
る

在
校
生
の
皆
さ
ん
の
関
心
は
非
常
に

高
い
の
で
す
が
、
そ
の
一
方
で
、
在

校
生
の
情
報
収
集
方
法
は
意
外
に
限

ら
れ
て
い
ま
す
。
就
活
を
ど
の
よ
う
に

進
め
る
べ
き
か
と
か
、
自
分
の
希
望
に

合
っ
た
業
種
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
の
か
と
い
う
重
要
な
判
断
の
た
め

の
情
報
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
入

手
で
き
る
通
り
一
遍
の
も
の
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

  

し
か
し
、
就
活
で
本
当
に
役
に
立
つ

情
報
は
、
実
際
に
就
活
を
経
験
し
、

実
際
の
社
会
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
「
先

輩
の
ア
ド
バ
イ
ス
」
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。「
先
輩
」
の
忌
憚
の
な
い
助
言

こ
そ
が
、
就
活
で
迷
い
が
ち
に
な
る
在

校
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
の
羅
針
盤
と

な
る
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
、
在
校
生
の
皆
さ
ん
が
実
際

に
多
く
の
先
輩
方
に
お
会
い
し
て
お

話
を
伺
う
の
は
時
間
的
・
距
離
的

に
難
し
い
の
も
事
実
で
す
。
そ
こ
で

「C
urio

」
が
、
そ
の
よ
う
な
時
間
的
・

距
離
的
な
障
害
を
克
服
し
、
在
校
生

の
皆
さ
ん
と
卒
業
生
の
皆
さ
ん
と
が

活
発
に
就
活
に
関
す
る
情
報
提
供
を

行
う
場
を
提
供
す
る
役
割
を
果
た
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

  

そ
の
た
め
にC

urio

事
務
局
で
は
、

「C
urio

」
の
中
に
新
た
に
「
就
職

活
動
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
開
設
い
た
し

ま
し
た
。
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
と
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

参
加
者
が
自
由
に
意
見
交
換
を
図
る

場
で
す
。「
就
職
活
動
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

で
は
、
ま
ず
、
実
際
に
就
活
を
行
い

内
定
を
得
た
４
年
生
の
体
験
談
や
就

活
に
関
す
る
実
態
調
査
の
結
果
の
よ

う
な
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
よ
う
な
一
方
的
な
情
報

  千葉大学校友会
SNS「Curio」の活動

【Ｃｕｒｉｏ】で出来る事

校友会SNSを通じた就職支援のお願い

① 他の会員とのメッセージの送受信
② コミュニティへの参加を通じたネットワーク形成
③ 同窓会別掲示板を通じた情報の受信
④ 特定の会員のマイフレンド登録
⑤ 日記を通じた近況報告・意見発表
⑥ コミュニティの開設・運営を通じた
　 ネットワークの拡大（正会員のみ）

千葉大学校友会SNS「Curio」の詳細・登録方法については、
下記のサイトをご覧ください。
http://www.chiba-u.ac.jp/sns.htm

　

千
葉
大
学
校
友
会
海

外
支
部
は
、
海
外
に
在

住
、或
い
は
勤
務
し
て
い

る
帰
国
留
学
生
や
日
本

人
卒
業
生
の
交
流
と
親

睦
を
通
し
て
、千
葉
大
学

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

　

千
葉
大
学
60
周
年
記

念
事
業
に
合
わ
せ
た
海

外
校
友
会
支
部
代
表
者

会
議
を
開
催
し
、今
後
の

連
携
、活
動
及
び
課
題
等

に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

参加国：
中国、台湾、インドネシア、
フィリピン、インド、
フィンランド、ドイツ、
ポーランド、イラン、エジプト

千
葉
大
学
校
友
会 

海
外
支
部

事
務
局  

千
葉
大
学
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
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E-m
ail :kaigai-koyukai@

offi  ce.chiba-u.jp

海外校友会支部代表者会議

Curioのトップページ
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